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日本の巨匠 -蜷川氏の公演を通して
ロンドンエッセイ　48  小野 あずさ

　蜷川氏が他界されてから、早くも一
年半が経ちました。一周忌追悼公演
として今年の秋に、蜷川氏が1987年
以来、何度も演出を手掛けられた作品
『NINAGAWAマクベス』が、イギリス
のロンドンとプリマスの劇場で上演されま
した。

　今まで私が照明通訳として関わらせ
ていただいた、蜷川氏のロンドン公演
は、2007年の『コリオレイナス』、2009
年の『NINAGAWA十二夜』、2010年
の『ムサシ』、2012年の『シンベリン』、
2015年の『海辺のカフカ』と『ハムレット』
と、今回の『NINAGAWAマクベス』
です。これらのほとんどの作品が、ロン
ドンのバービカン劇場で行われました。

　日本演劇界の大御所である方々のお
仕事ぶりを、中から外まで間近で見られ
る機会は、普通ではなかなかありませ
ん。通訳をしていると、仕事のプロセス
が細かく見えてきますし、日本照明の
巨匠たちのデザインを、シュートから仕
上げまで、しっかり見ることができる、な
んとも恵まれた機会です。このような貴
重な機会をいただき、蜷川氏とバービカ
ン劇場に感謝の気持ちで一杯です。

　関わらせていただいた、過去6回の
公演で、照明の巨匠、原田保氏、勝柴
次郎氏、服部基氏、そして彼らのチーム
とお会いできたことは、とても刺激的で、
光栄でした。それぞれの個性とこだわ
り、演出のどこに焦点を当てるかの違い
が見れて、とても勉強になりました。特に
原田氏の「演出上でメタファーがあるも
のは、どんなに小さいものでも湧き立た

せるために照明を当てる」というお言葉
は、彼の繊細な照明にそのまま現れてい
ました。技術的な知識はもちろん必要で
すが、照明家にとって何よりも大事なこと
と感じたのは、台本と稽古を通して、物
語のどこに重点を置くか、演出上の何に
フォーカスさせるか、自らはっきり見出し
ていく理解力と想像力が必要とされるお
仕事だと強く感じました。蜷川氏が要求
することに対して、ただ技術的、実用的
に反応するのではなく、心で受け止め、
それを自分の世界観と照らし合わせて
消化し、気持ち（明かり）で応えていらっ
しゃるところが、とても印象的でした。勝
柴氏の『ムサシ』の照明では、武蔵と小
次郎の最後の決闘で、舞台奥に浮かび
上がる太陽が、燃え上がるように微かに
揺れているように見えました。熱気がこ
ちらにも伝わってくるようでした。服部氏
の『ハムレット』の照明では、真っ赤なバッ
クライトが一方向から、一直線にハムレッ
トの背中を引き裂くような、強烈な明か
りが印象的で、感情に訴えかけてくるも
のがありました。服部氏は、どうしてこの
キューはこうでなきゃならないのかと、台
本をチーフに見せながら、丁寧に説明し
ていらっしゃるところを目にして感じまし
た。「ああ、愛ですね。こうやって吉井
氏、沢田氏の時代から、次の時代へと
照明が受け継がれてきたのか」と感心
して聞いていたのを覚えています。

　『NINAGAWAマクベス』公演の照
明デザイン（オリジナルは30年前に完
成済）を手掛けられた吉井澄雄氏は、
今回イギリスにはおいでになられません
でしたが、吉井氏の言葉を失うほどの
美しい照明は、アソシエイト照明デザイ

ナーで、ASG社員の鈴木尚美氏とそ
のチームによって、忠実に再現されてい
ました。ムービングが数台増やされたも
のの、吉井氏の30年前のデザインが蘇
るのを見れて、本当に感激しました！
何十年経っても色褪せない、美しい絵
画を見ているかのようでした。

　そのような巨匠の下で働いていらっ
しゃる、日本人照明チームも、各自、物
語への思いや考えをもちながら、自分
の仕事へ黙 と々専念している姿は、見
ていてとても清 し々かったです。特に日
本はイギリスのように、舞台監督がすべ
ての照明キューを出すことがないので、
一人ひとり台本が頭に入っている様子。
自分のきっかけは自分の意思で押すと
いう、一つひとつのキューが、重みのあ
る「GO /実行」だとすごく感じました。
気持ちを込めて仕事をするということ
は、こういうことなのかと。

　そのような積み重ねと、そこで養われ
た作品に対する感受性が、デザイナー
になったときに生かされ、鋭い目をもっ
て明かり作りに取り組めるようになるので
しょうか。今、偉大な巨匠につかれてい
る、アソシエイト照明デザイナーの方々
が、今後どのような素晴らしいデザイン
を世に送り出していくのか、期待が高ま
ります。日本に帰った際は、もっと舞台
に足を運びたいと思います。

　長 と々なってしまいましたが、今年も
お付き合いいただき、どうもありがとうご
ざいました。年末にむけて、益々お忙し
くなることと思いますが、皆様お体に気
をつけて、良いお年をお迎え下さい。
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